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 業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年８月５日開催の取締役会において、下記のとおり2026 年５月13 日に公表した2027 年３月期第

２四半期（中間期）及び通期の連結業績予想の修正並びに配当予想の修正について決議いたしましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

（1）業績予想修正の理由 

 前回公表時点では中東情勢が不透明であったこともあり利益水準は前年度並みとしておりましたが、当第１四半

期は半導体・電子部品関連材料を中心とした高付加価値製品などの需要増や、中東情勢による一時的な輸入品の供

給滞りによる需要増により販売数量が増加したことに加え、原材料価格上昇による影響が売上原価へ反映されるま

でに一定のタイミング差が生じたこと等もあり営業利益、経常利益は前年同期を上回る結果となりました。これら

の結果を踏まえ、第２四半期（中間期）及び通期の連結業績予想について、営業利益、経常利益および親会社株主

に帰属する当期純利益は下表のとおり上方修正します。 

 

（2）2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正（2026年４月１日～2026年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回(5/13)発表予想     (Ａ) 74,000 5,000 5,700 4,500 203円42銭

今回修正予想         (Ｂ) 74,000 8,000 9,000 6,500 294円14銭

増  減  額      （Ｂ－Ａ） - 3,000 3,300 2,000 

増  減  率          （％） - 60.0 57.9 44.4 

前期第２四半期実績 

(2026年3月期 第2四半期) 
63,779 4,290 5,030 10,417 470円92銭

 



 

（3）2027年３月期通期連結業績予想の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回(5/13)発表予想     (Ａ) 150,000 10,000 11,500 9,000 406円85銭

今回修正予想         (Ｂ) 150,000 13,000 15,000 11,000 125円32銭

増  減  額      （Ｂ－Ａ） - 3,000 3,500 2,000 

増  減  率          （％） - 30.0 30.4 22.2 

前期通期実績(2026年3月期 ) 127,859 10,007 12,256 15,637 706円89銭

 

＊上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

なお、当社は自己株式の取得を行う予定（取得期間：2026年８月６日～2027 年２月26日）であることから、１

株当たり中間純利益および１株当たり当期純利益につきましては、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。

当該自己株式の取得の詳細につきましては、本日別途開示しております「自己株式取得に係る事項の決定及び自己

株式消却に係る事項の決定に関するお知らせ」をご参照ください。 

また、2026 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行う予定であること

から、１株当たり当期純利益につきましては、当該株式分割の影響を考慮しております。株式分割を考慮しない場

合の１株当たり当期純利益は、501円29銭となります。当該株式分割の詳細につきましては、本日別途開示してお

ります「株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．配当予想の修正 

（1）配当予想修正の理由 

当社は、グループ収益力の向上により将来に向かっての企業基盤強化を図りながら、株主の皆様への利益還元

を充実させていくことを経営の重要課題としております。成長投資に必要な内部留保を確保した上で、連結総還

元性向40％以上を目標とし、配当については原則として累進配当を実施し、長期的かつ安定的な配当の維持・向

上を図ることを株主還元方針としております。 

上記方針のもと、今回の業績予想の修正並びに同日決議いたしました自己株式の取得及び消却による株主還元

策、財務状況等を総合的に勘案した結果、配当予想の修正（増配）を行うことといたしました。この結果、自己

株式の取得を含めた当期の連結総還元性向は62.6％となる見込みです。 

なお、2026 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行う予定であるこ

とから、今回修正予想に記載しております期末配当金につきましては、当該株式分割の影響を考慮しております。

当該株式分割の詳細につきましては、本日別途開示しております「株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更

に関するお知らせ」をご参照ください。また、自己株式取得及び消却の詳細につきましては、本日別途開示して

おります「自己株式取得に係る事項の決定及び自己株式消却に係る事項の決定に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 

 

 

 

 



（2）修正の内容 
 

 第２四半期 期末 合計 

前回発表予想 

（2026年５月13日） 

円銭

87.50 

円銭

87.50 

円銭

175.00 

今回修正予想 

（株式分割前換算） 

100.00 

 

25.00 

（100.00） 

－ 

（200.00） 

前期実績 

（2026年３月期） 
85.00 85.00 170.00 

 （注1）株式分割の効力発生日は2026年10月１日としておりますので、2026年９月30日を基準日とする中間配

当金は、株式分割前の株式数を基準に実施いたします。 

 （注2）合計の１株当たり配当金予想につきましては、株式分割の実施により単純計算ができないため「―」で表

示しております。 

 

以 上 


